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呈している上、後述するように安定して置くことが

できる面を有しており、三角柱状土製品の要件を充

たしているといえる。

まず本資料には、中央にくぼみを有している１面

がある。くぼみの周囲は平坦で、この面を下にして

置くことを意識したと想定されるつくりとなってい

る。各部位の名称は小林の論考を参考にして、この

面を底面として置いた状態から第１図のように呼称

する註２。正面形は、不整楕円形で断面は隅丸三角

形を呈している。長さ12.3㎝・高さ7.9㎝・重量は

472ｇを測る。孔は、両側面の中央からほぼ水平に

穿たれている。孔の直径は左側面が約0.7㎝、右側

面は約0.5㎝で大きさに違いがみられる。孔の周囲

には若干摩耗がみられる。焼成は良好で正面及び背

面はにぶい橙色、底面は灰褐色である。また、正面

と背面には黒斑がみられ、底面を下にして置いた状

態で焼成したことが推測される。文様は施されてい

ないが、底面以外の面は丁寧に磨かれている。

第２図２は、塩沢上原Ｂ遺跡から出土した三角柱

状土製品の破片である。ただし、出土地について

記録がないため詳細は不明である。残存長は5.1㎝

で、正面形は中央に向かって緩やかな丸みを持つ。

孔の直径は約0.8㎝で、側面の孔の周囲には、高さ

約0.4㎝ほどの盛り上がりがある。穿孔時に使用し

た工具により粘土がよったために生じた盛り上がり

であろうか。破断面から孔の状態を観察すると、穿

孔の際に使用した工具によってついたと考えられる

擦痕がみられる。また、孔の出入口付近には穿孔後

になでるなどして、孔の内面を整えた痕跡がみられ

る。表面の色調は明橙褐色で、破断面は灰黄褐色で

ある。ヘラ状の工具で右方向から突き込んで付けら

れた刺突文が等間隔で配されている。施文後には各

面とも磨きが行われている。また、刺突文の上方に

は直線的な浅いくぼみが確認できる。

４　まとめ

今回の資料の年代について、第２図１は、縄文時

代中期末葉 (大木10式期) の竪穴住居跡の堆積土中

から出土している。堆積土からの出土であるため、

この住居跡に伴うとは断定できないが、当該遺跡の

年代幅である縄文時代中期前葉から中期末葉に収ま

るものだと考えている。第２図２は、出土地点や出

土状況が不明で、文様の特徴からも年代を推測す

ることは難しいが、遺跡の年代を考慮して現段階で

は、縄文時代中期末葉 ( 大木10式期 ) 頃の可能性

があると考えている。

今回、２点の三角柱状土製品を紹介した。このう

ち塩沢上原Ａ遺跡出土の例は、使用法に関しては、

孔周囲の摩耗痕は使用の痕跡であると推測される。

例えば、紐などを通していた可能性もあろう。

塩沢上原Ｂ遺跡出土例の孔の観察からは、穿孔時

の工具によって生じたと考えられる粘土の盛り上が

りや、擦痕などから、成形した後に棒状の工具を突

き込んで穿孔していることがわかり、穿孔法復元に

新たな所見を加えることができた。

塩沢上原Ａ遺跡出土の例のように当初は三角柱状

土製品として報告されていなくとも、再検討を行っ

ていくことで、当該土製品と判断されるものがまだ

存在していると考えている。今後は県内の他の事例

も検討し、本報告のように、痕跡から類推される使

用法の考察を行うことで、新たな所見が得られるも

のと考えている。

本稿執筆にあたって、元福島県文化振興財団遺跡

調査部の佐藤啓氏に多くの教示を得た。末筆ながら

感謝申し上げます。

【註】

註１　面が三角形で横に長い立方体のこと。なお、「壔」と「柱」

　　　は同じ意味をもつが、本稿では常用漢字の「柱」という字を

　　　使用した。

註２　作図の際に置いた方向を便宜的に正面と背面に分けて表現し

　　　た。
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